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幹事会・総会報告

去る 11月8日（土）と 9日（日）、第61回全

国大会が福井県立大学において開催されました（準

備委員会、佐武弘章、中西泰之、新宮晋、各会員）。

それに先立つ11月7日（金）に福井市内葵会館に

おいて常任幹事会と幹事会が、また大会初日には会

員総会が開催されました。幹事会・総会の主な報告

事項・審議事項は次の通りです。

1 ）吉海芳樹・元代表幹事と荒牧正憲・元常任幹

事の名誉会員推薦が総会で承認されました。

2）新入会員19名が承認され、その結果、現在

の会員総数は85 1名です（逝去、退会を含めて、

別記「会員異動」を御覧ください）。

3）『年報』 35号が発行されました。まだお手

許に届いていない場合は、学協会サポートセンター

にご誇求ください。

4）年報編集委員会、大会組織委員会、英文論集

委員会、企画交流委員会の報告についてはそれぞれ

別記委員会報告を御覧ください。『年報』における

国際的発信の側面の強化の問題、多様化した入試時

期に対応する大会の時期の問題などいろいろ検討を

要することが多いのですが、積極的に御意見を各委

員長にお寄せ下さい。

5）学会創立50周年記念事業の進展についても、

別記の報告を御覧下さい。会員諸氏のご協力をお願

いします。なお、学会の保存資料（学会ニュ ス1
0号の 18ベジ参照）については、整理すること

になりましたので、入手ご希望のむきは中村庚治会

員にご連絡下さい。

6）本学会が推薦した問中敏弘会員は第17期学

術会議議員に当選され、すでに活動しておられます。

また、学術会議経済理論研究連絡委員会委員には田

中会員に加えて星野彰男会員が就任されました（い

ずれもの別記報告を参照）。また、経済学会連合、

国際学会についても、 grj記のとおりです。

7) 1996年度決算が報告・承認されました（内

容は「ニュース」第10号に掲載済み）。

8) 1997年度予算が承認されました（同上）。

9）第62回全国大会は稲村勲会員のお世話で札

幌学院大学で19 9 8年 10月24日（土）、 25 

日（日）の両日に開催の予定。なお、第63回大会

は中村慶治会員のお世話で熊本学園大学での開催が

予定されています。

年報編集委員会より

I. 『年報』第36号編集委員会が、次のメンパーで活動を開始しました。

井上義朝、太田仁樹、生越利昭、田中秀夫、中久保邦夫、星野彰晃、八木紀一郎（委員長）。

2. 第 36号では、特集企画として、モラル・エコノミー論、世界システム論、ジェントルマン資本主義論など

の最近の歴史研究の新潮流が経済学史・思想史研究にとってもつ意義を4人の会員に依頼して論じてもらいま

す。

3. 研究動向のなかに、海外の研究者にも読んでもらえるよう、日本での研究の最新の動向を英文で紹介するも

のをふやしていく方針です。

4. 外国雑誌論文目録は、必要性が薄れたこと、および、掲載論文紙面の増加をはかるということから、廃止の

提案がされていますが、決定にはいたっていません。したがって第 36号では例年どおり作成しますので、ご協

力をお願いします。

（八木紀一郎）
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公募論文投稿規定
1. 投稿資格は経務学史学会会員に限られる。

2. 論文は毎年公募する。締め切りはその年の4月15日（必着）とする＠提出先は経済学史学会『年報』

編集委員会とする。

3.原稿枚数は、タイトルを含め、和文の場合400字詰め原稿用紙50枚以内、英文の場合ダプルスペース

(1行60～70le臨筒、 28行） 20枚以内とする。
4. 投稿論文はワープロ原稿｛横書きA4、縦置きで印刷）であること。原稿は返却しない。［採用決定さ

れた段階で、フロッピー・ディスクの電子ファイル原稿も提出していただきます。］

5. 投稿者は氏名を明記した論文1部と氏名を削除した論文コピー2部の計3部を提出すること．
6. ZIJ紙として、次のものを添付する。
① タイトノレ、執筆者の英語表記を含め、 200語wordsの英文アブストラクト 1部。
②論文の1行の字数、 1ページの行数、ページ数、 400字換算枚数入連絡先住所、電話番号を記入した
論文表紙1部。
7. 『年報』編集凄員会は各論文につき2名のレフェリーに審査を依頼し、その報告を受けて採賓の最終判

定を行う．［例年、 6月はじめに採否通知をおとなっています。］

宛先 〒606--01 京都市左京区吉田本町京都大学経済学部（八木研究室）経済学史学会『年報』編集委員会

'Iii. 075・753-3427(dial-i叫 F岨泊75-753-3492（学部事務室） E-MAIL yagi@econ.kyoto-u田 .jp

大会組織委員会報告

11月7日に開催された大会組織委員会では、まず第61回大会の『大会報告集』の編集・印刷・発送の作業に
ついて報告をうけて了承．ついで来年（1998年）度の第62回大会（主催校：札幌学院大学）について、開催日程

を IO月 24日・25日とすることを了承したあと、同大会での「共通論題Jの組織に取り組んでおられる馬渡向

憲会員から、進行状況の報告をうけて了承。なお、現在のところ共通論題に闘してつぎのような企画が予定され

ている．

論題： J.S.ミルと現代
司会：四野宮三郎、永井義雄

報告： 1価値と分配 馬渡尚憲

2功利と徳性 内井惣七（京都大学・非会員）

3市場と政府 深員保則

4.フェミニズム 水田珠枝

討論堂目卓生

塩野谷祐一

熊谷次郎

（なお、報告題名は仮題、また杉原四郎名誉会員から「解題Jを寄せていただくことが検討されている。）
次に、大会組織委員会からお願い。

(1) I開9年度の大会では、第3回目の f7オーラム」（3テーマ）が開催されます。つきましては、会員の皆

様から、ご意見やご要望、また具体的な企画案を募集しますので、よろしくお願いします。ご意見・企画の送り

先は、大会組織委員会（宛先：〒239横須賀市浦賀丘2-13-20 千賀重義）で、締切は来る98年3月末です。

(2) 1998年度の大会の自由論題報告の募集案内は、大会開催校から送られます。

( 3）国際交流委員会からの提案により、今後、大会及び部会の英文プログラムを作成し、 SHETのホームペー

ジに掲載することになりましたので、会員の皆様に次のようなご協力をお願いします。大会報告に関しては、春

の申し込み時に、報告の英語タイトル・氏名のロ｝マ字表記・所属機関の英語表記を付加する。部会報告の際は、

同様の諸点在、部会幹事に提出する。

（千賀重義）
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英文論集委員会
英文論集第2号編集のための委員会が発足しました。委員は、住谷一彦、西沢保、田村信一、原田哲史、池尾
愛子、塩野谷祐ーです。

論集のテーマは「歴史学派研究」とする。早急に執筆者の選定を行い、全体の執筆内容が固まり次第、出版社

と交渉に入る。

（塩野谷祐一）

企画交流委員会関係

企画交流委員会関係の2つの委員会から、幹事会・総会で報告したこと、または承認いただいたことについて

記します。

①辞典編集委員会

2000年の学会創立50周年を記念する『経済思想史辞典』の編集が鋭意進められています。編集委員会

では、 6月の幹事会で、項目の選定、執筆者の選定等について、編集委員会にー任されていることに基づき、 6
月と 11月に2回の合宿を行い、人物、事項につき約12 0 0の項目を選定し、そのランク付けをおこなうとと

もに、執筆を依頼する人を決めました。そして、編集事務上の作業が順調にいけば、 12月の初旬には執筆依願

を行うことにしました。締め切りは、 3月末を予定しております。ほとんど学会員で執筆し、学会の総力を挙げ
た辞典ということですので、執筆について、是非ともご尽力賜りますようにお願いいたします。また、何せ、膨

大な作業ですので、執筆者の決定等について、編集委員会の阻慮の足りない点があるかもしれません。この点、

ご容赦のほどお願いいたします。依頼項目、執筆要項、提出要領、その他必要なことは、依頼状に開封いたしま

す。編集委員会と連絡先は次の通りです．

980-77 仙台市青葉区川内東北大学経詩学部馬渡研究室

経済学史学会辞典編集委員会

E-m創l maw由 ri@e回nto ho同部.jp

Tel 022-217-6275 

I編集委員1安藤隆穂、出雲雅志、大村泉、高哲男、竹本洋、田村信一、橋本昭一、藤井隆至、馬渡尚愈｛委員
長）、漉会勝義

②交流委員会

1. 6月の幹事会でインターネットのホーム・ページSHETを学会の正式ホーム・ベージにすること、赤間道

夫会員を国際交流委員とすることが承認されましたが、これに関連して今回の幹事会に諮り、 SHETは英語版だ

けではないので、「国際交流委員会」の名称をより広いものに改め f交流委員会」とすることになりました。委

員は、これまでの国際交流委員と同様に赤間道夫、池田幸弘、深貝保員lj会員、それに馬護尚憲です。改めて.s 
HE  Tを案内しておきます。

ホーム・ページSHETのURL h町抽出1ety.cpm.ehimeu田.jp

問い合わせ・連絡先、赤問委員血m•喝H.ehime-u.田jp
2.大会報告の英文タイトノレを報告者に提出してもらうように、またできればフロッピーで交流委員まで頂け

るように、幹事会の席上大会組織委員会に検討をお願いしました。実現したら、 SHETの英語版で、外国人会員

や外国の経済学史研究者に流していくことになります．

3. 学会の会則と申込用紙を英文化することになっていましたが、交流委員会から今回の幹事会に案を出し承

認されましたので、以下に収録します。これが、ホーム・ページSHETの英語版に収録され、外国人も会員申込

みが用紙のハード・コピーを用いて出来ることになります。

Constitution of Japan田eS田ietyfor the History of Eeonomic官10ught

(adopted in April, 1950，田drevised several t加白血e陪after.As of July, 1997) 

Name. 

I. The name of由eSociety is血eS田ietyfor曲eH回oiyof Economic Thought 

・3-



Pwpose. 

II The p山po田 ofthe S田1etyis to promote: 

A R田earchin也ehistory of economi民皿d回 cial皿d田onomic曲ought.

B. A白血miccontacts w1曲。恥racademic comm回iti目。f血ehist。ryof economic thou凶tbo白 in田dOU箇ideJ時間

Projects 

且Inorder to accomplish the a加vementio1岡田tivit1es，曲eS問時間E唱国田血efollowing projects 

A白gar温盟組onof回ciety回目回酔

l. Annual m白血酔，whichare held on田 ay田tIfne田ssary,special m田,iingsare held民団sionally.

2. 0唱M羽田u。nof local meetmgs. Speci自国泊onsfor i。calmeetings ar宅givenin。泊町回ciety’srules 
B. O唱阻包ationof o戸nl白血間

C. Communicatmns wi曲。出ers田ietiesof economic science m田doutside of Jap田

D. Publi団組onof血eAnnals，血eS田iety'sO節目dpublication. 
E. O出町pro吋ectsne田ssaryto叫叩mplishthe p町po悶 ofthe Society. 

Membe路hip

N. Members of曲eSoci町町e悶 earchersof血ehistory of economics，田d田cial皿deconomic thought 

V. Application for membership should be副dr田sed阻 theSoc1e旬、町田id叩tMembership is出血don recommendation 

from two me nbers of the S田 iety阻d叩provalby曲eCouncil 

札.The membership f出 forthe S田 ietyis¥ 8,0叩 peryear 

叩 TheAnnals ar芭盟国加allmembe四of出eS田ietyfor曲eHis加叩ofEconomic百lOU帥t

VIL Members国n田sign宜omthe Society by submitting a noti目。fWI血drawal旬並iePresident Those who fail加 pay

a祖国ldu田智奪回国idered加 haver田igned量・omthe Soαe町yHowever，由eyC回同部省vate白eirmemberships if血eyp町

delinquent fe田

Ho no国ryMembeぉ

~－ Members of曲eSociety who con剖butegre副y旬間earchin曲efield of the hi蜘叩 ofeconomic也ought四nbe 

appointed田 honorarymembers Such 叩•poin回entr珂uin:s開田mmendl剖onof the Co皿cit阻d却provalof由egene凶

薗田mbly

Admini自滅ionCommi筑間S

X. A Council ad血inisters由eaff包括ofthe Society. 

XI Members of the Co皿αIare elected告・omthe members of也eSociety血rougha pos凶 election.

皿Thea加ve・mentionedelection (Article XI) is adminis旬開dby皿 ElectionAdm泊i由11tionc。mmi臨e,which is ap凹inted
by白eCouncil. The term of o節目for四mm岡田member.;凶同oye臨

加百四鈴rmof Council members is two years. Council members回目10thold o節曲formore出血S民田nsecutivey国民

自ough出町田nbe elected唱剖nat田0血er曲ne
問 To由dWith ro蜘 emat蜘 of血eSociety，田ve凶 regularmembeぉof山 Cound田 ele融dby the members of出

Co叩 cil

町 The町田identrepresents曲eS田iety，曲dis appointed by曲eCouncil. The Co凹 cil晶cid回世鳴methodof ap伊岡田.ent

of泊施president

目lThe S田1ety 叩•points two auditors, who are members of the Society. The auditors are el田ted量om出emember.; of臨e

Society through a pos凶 election.百e総rmof the auditors is加。 ye師 Auditors岨皿othold offi白血rmore th叩 six

∞悶cutiveye凪曲。ugh血y岨 kelected昭制緩曲。伽tune

General Assembly. 

目HT恒 S田ietym田包ma general assembly on田 e叫hyear. Should the Co叩cilor恥 twothir•血 ofthe m師 bersof the 

Society田q附 tit,血eS刷町shall回JIa special assembly. 
畑百1e町田dentd出 rmines臨時間da，白ed出田dpl蹴 of白egeneral assembly，田dnot祖国themem旧rs。fmeeting 
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times皿dagen血s

X~ In F回目lassembly meetings，同伊larmembe問。f血eCouncil回開rton the activities叩d伽回c1aloondition of由e

Society. 

XX The chairman of血egen町alassembly is elec俗d回 chtime from the mem出向attending.

四 Decisionsof the gene田Iassembly町 detenninedby a m旬。rityvote of曲emembers p1宙開tat the assembly In c田e

of a tie, the cha nnan曲ststhe deciding vote. 

Proposal to amend the Co山ti刷tionor to dissolve曲eSociety 

xxn Pro伊叫sto amend血eSocieげsCo田蜘lionor to d出 olve血eS叩etyshould出 m副eby at le副 amajonty of山e
Council, or by at le田t15 membe目of血eS田iety.百略国sentof two山町由。f血0田 attending血egene悶lass叩 1blyis 

required e1血er柏 amendthe Co田ti加tionor to di田olve血eS田iety.

Fis四lyear 

耳目百1eS田 iety包fiscalyear begins on April I副dends on March 3 I of theおIIowing 抑留

ー－.... ・－－’ーー一一一’‘一’一一－－－ 一 一日一一－ _H  ＿＿＿晶－ .，一........._ ..... & .......... .. 日’－·•－＆＆ ..............且

Application I 'Year 
Number No 

jDate of j' 
Aoolication Year I Month I D町

Name of applicant 
larn1lv name 田V叩 narn国有吉田 lb寸irth；.，鈴 匂而／古

Ap~~~~：町’s叫gr：~~ast~h~ofJ''e vear 一m一o一n一血ー l~~！~~：~：i；~~IY 
cur:;；%；~l~e、g~百／ihation 
Current school I 凹 S凶田由T口口口口口口口（J叩叫口口口口口口（o曲町曲四回目）

work address 

Tel Fax・ 

Current home address P田凶田de:T口口口口口口口（J，叩叫口口口口口口（。出町印凹酎田）

(if di自己rentfrom above) 

Tel. F蹴：

Recommender's names 

(2 required) family n包negiven narn田 signal町＠ family n位negiven n卸nes signa回目

Recent research e！~；1cs 
(IO words or I 

' Please do not write in曲目esp郎国
I) Please print all words clearly. 
2) Please mfonn由eS但 iety's田，，，出ryat least ten days in advan田of民間血n田lregular oouncil meetings (1蹴 May曲d
early October) . If your application is approved by the re且ular回 uncil,you will be a member of the Society. 
3)1n order加 q国I均自brS田 ietymembership, you must have g副uatedat least two ye師 prior加白eapplic出onfor 
member由IP
4) If x9u are a pos唱団duatestudent, you should note this on yo町叩pli岨，lionfon羽田der“currentoollege I univ出町af-
自hat1on”
5) If either your school /work 組合目sor home address ch聞耳目， ple苗eno ti命倫eS田ieげs田cretary回目。n出 possible.

4.海外学会情報については、深貝委員が用意して下さっていますので、下記をご覧下さい。

（馬渡尚憲）
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物故会員
金指基

自発退会

会員異動

依田高典、岩松繁敏、内田芳明、伊達劫

新入会員

氏名
所 属

住 所
研究テーマ

新井栄一 東凪大（院） T 162新宿区戸山2-30-312

リカードウにおける貨幣論

板井広明 横浜市立大（院） T 236横浜市金沢区釜利谷南2-14-2-20♀

初期ベンサムの社会J思想および経済思想
稲葉振郎 岡山大・経 T 700岡山市谷万成ト・20-38コ ポマスカットII203 

自由主義の社会哲学

大塚勇一郎 立教大・経 T 114北区西ケ原 l-27-3-ll09

古典派理論の貨幣的動学化

嘉腸英朗 品都大（院） T 565大阪府吹田市千里山東2-26-17

17世紀英国における石炭利用と大気汚染

川口和ぱ二 愛媛大・法文 T 790松山市小坂 l-7・18小坂ハイツ302

内部収益率の経済的意味について

神野照敏 且都大（院） T 602且都市上且区大原口町217今出川マンション303

企業理論と現代資本主義

両倉泰夫 長崎大・経 T 850長崎市西山3-29-32

物象化の視点から見た現代資本制経済の理論分析

竹内晴夫 愛知大・経 T 453名古屋市中村区角割町4-13メゾン柳 lOl

現代の通貨論争の研究

田中佐智子 学習院女子中・両科 T 349-02埼玉県南埼玉郡白岡町西2-16-20

アダム・スミスの社会科学体系

チ守ン F、－9シ・ン T 577東大阪市寿町3-21-14

張博珍 市場機能・秩序に関する学説的・方法論研究

中村宗之 東京大（院） T 112文尽区千石2-14-5-201

信用創造に関する学説史

野崎道哉 中央大（院） T 206多摩市和田 831-lサンハイム多摩 lOl

資本主義経済の金融的不安定性

浜矢浩司 北海道大｛院） T 001札幌市北区北 15条西2丁目ァンアフス 105

ハイエクを中心としたオーストリア学派の研究

平木良子 早稲田大（院） T 220横浜市西区北軽井沢4-51?'7ンデrル北軽井沢 101

両大戦間期におけるイギPスの産業合理化政策
前畑憲子 立教大・経 γ206稲城市向陽台5-9,9イレ向陽台5-106

『資本論』第Z部および第3部草稿の研究

松尾匡 久留米大・経 T 830久留米市長門石5-8-69-201

＿，，）レタス全体系の疎外論的解説のゲームモデル化

山口系 東且大（院） T 338与野市鈴谷3-3-22ウィンザ ヒノレ203

サミュエノレ・ベイリーの貨幣学説

山本耕 R都大（院） T 520-05滋賀県滋賀郡志賀町北＇J松 1780-12
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1997年 12月現在

電話

03-3203-0269 

045-785-097! 

06-388-5086 

075-256-7554 

095・825・1192 

052-482-395 l 

0480-93-4108 

06同72C同702

03-3942・5548

0423・38-6418

Oll-709-9010 

0942-33-8487 



｜ ｜ 現代オーストリア学派の市場論、及び方法論、哲学 出笠些些2
［備考1現在の会員数
837 1 4+19=851 

ただし、 837＝学会エユース No.lOに発表された、会員異動後の現在会員数

1 4＝物故会員、自発退会者

19＝新入会員

会員名簿訂正
誤（旧） 正（新）

東基樹 財団法人日本経営史研究所

（勤）干 102東京都千代田区平川町2-12-4ふじピノレ3F

宮03-3262-1090

阿部照男 0297-66-1598 0197-60-2260 

天羽康夫 南久;!I_ 南久万

荒川繁 釧路市旭町 13，ロマーヌ釧路第2マンション 156号室

宮0154-23-1721

伊藤誠一郎 台東区千束3-26戸16-407 台東区浅草3-9-10-902

伊藤宏之 干969-1149福島県安達郡本宮町万世22メゾン22-201

官0243-34-6013

稲田公範 諸岡 3-5-15 麦野 1-2-1

入江奨 干248鎌倉市西鎌倉3-l0-8

官制67-32-0452

浮田聡 干167，冊49東京都杉並区善福寺4-6-18

官03-3301-2435

宇治田富造 住所不明

逢坂充 九州大・経 九州産業大・経

大野城市平野台4-5-15 大野城市平野台4-24-17

岡田光正 宮0799-74-1583 宮0799-74-3583

奥田敬 丁径7 〒651

勝国政広 干592高石市東羽衣 1-7-40 干592堺市浜寺昭和町2-193-1

門屋英二 愛知大・経 所属削除

金井辰郎 干981仙台市泉区南光台東3-6-23

宮022-375-0114

棒藤隆子 査藤 賓藤

田中里の前63紫苑荘 15 一乗寺大原田町8-708

官075-703-7730

坂本達哉 品濃町岳4-1,6-1201 品漉町564-1,6-1201

宮045-821-532_8 官制5-821-5328

佐武弘章 干910-11福井県吉田郡松岡町兼定島38-7

福井県立大学公舎8201

官077ふ61-4050

佐藤晴彦 干 181東京都三鷹市下連雀4-15-35-507

官0422-70-6337

下平裕之 一橋大（院） 山形大

干伺日山形市小白川町3-2-7メゾンMAMl 103 

官0236-31-3476

高橋誠 和光大・経 所属削除

領有法則転回論と本塁的蓄積論 領有法則転回論と本原的蓄積論について
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について

田中秀臣 石神井町7-34-19 大泉学園町6-2-30

古典派セー法則の研究 日本経済学説史及び経百奇心理学

出口勇蔵 干157東京都世田谷区成城5-1ト21

宮03-3483-7066

中江桂子 法政大・社（非） 千葉大・文

l' 302取手市本郷1-11-19
宮0297-73-8908

中海里衣子 干980仙台市青葉区五橋2-10-13ダイヤパレス五橋203

中野聡子 東海大・政経 明治学院大・経

中村秀一 園生町849-3コープ園生2-301 園生町526同5ダイアパレス稲毛601

根井雅弘 干曲2京都市上京区植木町通衣棚西入今薬屋町328

サンシティ御所西217

宮075-252-6710

平井俊顕 干274船橋市松が丘1-12-3

宮0474-64-6538

藤井賢治 干251 干228

星野富一 桜台 桜谷

前田利光 中央大・法（非） 日本大・国際関係

〒195町岡市金井町2946四2

宮0427-35-6673

松本有一 東塚口町 南塚口町

光永雅明 京都大・人文科学研究所 神戸市外語大・外国語研究所

干673兵庫県明石市大蔵谷奥3-6松本ハイツ2号室

宮078-917-0712

村田光義 日本大・法（聴講生） 日本大・法

森川剛光 ドイツ留学中 St副田tockerWegl8, 34246 Vellm訂，Gennany

TEL +F AX:+49・561・821381

柳父園近 干981仙台市青葉区西勝山29-5

宮022-277-0084
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【部会活動】

関東部会

1996年度第2回例会 1996年 12月7日（土）

成城大学3号館会議室

1目 KahnPaperちからみた『短期の経詩学』

袴田兆彦（中央大）

Kahn Papersから見た『短期の経済学』

袴田兆彦

カーンの『短期の経済学』は 1929年にKing'sCollege 

の7~ ロー資格論文として執筆され、 89 年に英語版
が出版されたが、 K曲nPapersには、これに関係する

文書が数多く含まれている。これらの資料から判断

すると、『短期の経済学』には4つの版が存在したも
のと考えられる。最初の原稿は 1928年 IO月末に執

筆が開始され、 II月にケインズが主催する Political

Economy Clubで報告された（SP！入この論文は完全

競争論を採用し、価格ではなく、不況下の産出量決

定を扱おうとするものであった。その後、スラップ

ァからの示唆を得て、不完全競争論が導入されるな

どして論文は拡張された＠カーンは、これをもって

1929年 IO月初頭にAdamSmith貨に応募し、 29年度

の受賞者となった（SP2 これは現存しない）。さら

にこれに加筆・修正を加えて、 12月 7日に King's

Collegeに提出されたものが周知の論文である（SP3).

King’s Collegeのフエローに選出された後、ピグ｝の
勧めもあってカ｝ンは出版を決意し、準備を進めた

(SP4）。しかし、この作業は結局実を結ぶことなく

終わった。正確な時期は分からないが、作業は32年

IO月から 12月頃にかけて中断されたものと考えら

れる。この原稿のコピ｝はケインズと J・ロピンY

ンのもとに送られ、ことにケインズは丹念に目を通

してコメントを加えている．この仕事と並行して、

カーンは 1930年から J・ロビンYンの『不完全競争

の経済学』の執筆にも深く関わるようになり、 32年

から 33年にかけて訪米した際に行った講演でも不完

全競争論に立った主張をしているが、 SP4は完全競

争論に立っている。しかし、 SPIから SP4までの主

要な関心は不況下の産出量決定の問題にあり、この

点から、当時の地方税引下げ計画への反対を貫いて

いる。
Kahn Papersの調査からは、さらにロビンソンとの

問に交わされた文書などを解説することにより『不

完全競争の経済学』との関係も明らかにされるもの

と期待される。また、カーンは、 SP4を執筆する過
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程で、ビジネスマンへのインクビューという、後年

オックスフォード大学のグル｝プが採用したのと同

様の方法で企業の価格決定方式などを調査したが、

その結呆はまとまってはいない。ケインズとの関係

では、とくに『一般理論』のミクロ理論に関するカ

ーンの影響や『貨幣論』に対する関与など解明すべ

き点も残されている。乗数論文と『短期の経済学』

との関係も注目すべき点であるが、これに関しては

ほとんど資料が残されていない。

円97年度第l回例会 1997年5月31日（土）

東京都立大学国際交流会館

1.大森部夫『ステュアートとスミス』合評会

大森郁夫、『ステzアートとスミスー「巧妙な手J

と「見えざる手」の経済理詰 』（ミヰノレヴァ書房、1996

年）

コメンター水田健会員（東日本国際大学）

八幡清文会員（フェHス女学院大学）
日プライ 大森郁夫会員（早稲田大学）

出席者 45名

コメント（I）水田健

スミスとならぷ、近代社会形成のもうひとつのコ

ースであったステュアートの世界では、利己心が主

要な起動力として働き、自由の行使がもたらす不安

定さは為政者の「巧妙な手」によって調整された。

著者はこれを柔軟な経済調整主義とよぷが、この限

りなく経済的自由主義に近いステュアート像は、魅

力的であると同時に疑問を残す。本来、経済的自由

主義そのものが、市場の失敗など、何らかの意味で

不完全な自由主義でしかありえないとすれば、ステ

ュアートの「巧妙な手」はそういった自由主義と、

Eこまで異なるのか。何をもって経済的自由主義と
よぶのか、このことが確定されていなければならな

ステュアートの有効需要論においては、有効需要

は直接貨幣出動と結びつく。有効需要としての貨幣

は、著者のいう貨幣7ローの活動形成機能として財
市場に働きかける。だがケインズの有効需要論では、

資産市場における貨幣と、財市場における有効需要

どは切り離されている。ステュアート的な貨幣市場

と財市場との表裏一体的理解は、貨幣市場分析の歴

史のなかで有力な見解だが、その位置づけは一度確

定しておく必要があるように恩われる。

ヒュームの長期均衡としての貨幣数量説と、短期

動学としての連続的影響説との組み合わせは、ステ

ュアートの場合、特殊ケースとしての完全就業下で

の数量説的現象と、一般ケースとしての不完全就業



下での有効需要論とに対応する。この著者の明快な

整理の一端をになうヒュームの短期は、はたして非

自発的失業を前提しているのか。最後にスミスの均

衡論については、有効需要と供給量との格差が、要

素移動を通じて最終的には自然価格と自然串とをも

たらすというとき、その経済成長論との関連はどう

処理するのか。スミスの自然価格の世界は、経済成

長に見合った価格と数量との訂正機構にすぎないの

ではないか。

コメント（2）八幡清文

大森郁男氏の『ステュアートとスミス』は、新た

なステュアート像を定立することにより、経済学の

成立をスミスにおいてのみ見る経済学史研究の通念

に対して再検討の必要を提起しようとする意欲的な

著書であり、竹本洋氏の最近の著作と共通する問題

意識を認めることができる。

本書でステュアートによる「端緒的均衡理論Jの
成立の意義が強調されるように、著者はステュア｝

トを重商主義者と前提して分析する立場をとらない。

ステュアートにおける「市場メカニズムのワーカピ

リティーへの基本的な評価と信頼」（296ベージ）を

説く著者は、ステュアートのもつスミスへの「親近

性」の側面に注目し、彼を経済的自由主義に接近し

た理論家として理解する。著者のそうした基本認識

はとくに「序説Jで明瞭に主張されている。また、
ステュアートの経済政策観は「経済干渉主義」や「経

済統制主義」ではなく、貨幣的コントロールという

間接的手段を用いる「柔軟な経済調整主義J(239ペ

ージ）であると規定される。しかしながらステュアー

トは、適切な人口増加のために一部の結婚には国家

の保護をあたえ、一定数の子供は国家が養育すべき

であるとする（『原理』第1編 12章）などの、貨

幣的コントロール以上の積極的な政策も様々に提案

しているのであるから、彼をあまりに自由主義に近

づけて解釈することには問題があろう。

実は本書の諸章での個別の各主題の分析では、「序

説Jとは論調が微妙に変化し、ステzアートが市場

経済を本質的な不均衡をはらむ対象として認識して

いたことが随所で確認されているのである．個別的

・具体的分析を進めるほどステュアートとスミスと

の距離があぶり出されてこざるを得ないということ

ではなかろうか。ステュアートの中にありきたりの

重商主義者には見られぬ理論的な達成を発見しよう

とする試みは有意義であり、著者の努力を多とした

い。だが同時に、彼がスミスたりえなかった所以に

も十分な注意を払いつつステュアート像を構成すべ

きであると思われる。

りプライ大森郁夫
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拙著にコメントを寄せていただいた水田・八幡両

会員に感謝しつつ、そこで指摘された問題について、

著者の側からの若干の補足的説明を加えたい。

く水田会員への返答〉本書のねらいの一つは、経

済的自由主義をスミスに代表させ、それとの対比で

重商主義者やステュアートを一律に遅れた統制主義

と決めつける二項対立的な経済学成立輪からステュ

アートを救いだすことにあった．利己心の自由な発

現とそれを前提とする自由競争にもとづく均衡化メ

カニズムの成立を基本的に容認しているという意味

で、ステュアートの制度化された f巧妙な手」は水

田氏のいう「不完全な自由主義」の陣営に属し、そ

れもまた経済的自由主義ではないかというのが本書

の主張である。有効需要論をめぐるステュアートと

ケインズの相違についての指摘には異論ない。その

相違は連続的影響説にたいする扱いと関連するかも

しれない。ヒュームの連続的影響説における非自発

的失業の認識は、本書 152ページ引用文v・5の
第2センテンスなどにあらわれていると思う。スミ
スの自然価格論は有効需要量が所与という意味で短

期の静学理論であるが、次に有効需要量が変動する

ことによって動学的世界が開かれるという理論構造

になっている。

〈八幡会員への返答〉書き直しを含めて本書の各章

にはかなり手を入れたつもりだが、下敷きとなった

論文の作成年代の相違を反映して、「巧妙な手JI: 
経済的自由主義の性格づけについて各章間で濃淡の

差が生じていることは、八幡氏のご指摘のとおりだ

と思う。この問題にかんする著者の見解は、序説と

第8章で検討・批判していただければ幸いである。
マクロ経済的不均衡の認撮が即自由主義の否定にな

るとは考えられない。水岡氏への返答に付け加える

ならば、いわゆる設計主義が理性によってルールを

設計するものだとすると、ステュアートの「巧妙な

手」は理性によって人々を市場のノレールに服させる

という面をもっている。その一方で、政策家ステュ

アートには八幡氏が指摘されるような特質も見られ

るので、彼とスミスを同列に置くつもりはないが、

経済的自由主義をひたすら後者に即してのみ解釈し、

両者を必要以上に対立させ対極に位置づけることで

スミスの革新性を守ろうとする手法は、経済学の成

立問題への接近としても一面的すぎることを繰り返

したい。

1997年度第2回例会： 1997年 10月4日（土）

明治学院大学白金校舎

1.マーシャル後のケンブリッジ経済学

組織の喪失と市場の不完全性

藤井賢治（青山学院大学）



2. 高田保馬と JMケインズ

田中秀臣（上武大学）

出席者 22 <ii 

マーシャル後のケンブpyジ経済学
一組織の喪失と市場の完全化

藤井賢治

A，マーシャルはケンブリッジ学派の創始者と位

置づけられてはいるものの、彼以降のケンプ日ッジ

学派に共通の特徴が何であるかは判然としない。そ

の最大の理由がJ M. ケインズの存在であること
はいうまでもない。ケインズ以後のケンブリッジ学

派はケインズ以前とは大きく様相を異にするのであ

り、ケインズがどの程度まで＂＜＇＂－ Yャリアンだと言

えるのかといった問題をはじめとして考慮しなけれ

ばならない事柄はあまりにも多い。それゆえ本報告

では、問題の考察期聞と範囲を次のように限定する。

まず、考察の対象期間を、その始めをピグーがマー

シヤノレの後継者となった 1907年以降とし、その終わ

りをケインズが多くの若手経済学者を短期の経済学

に巻き込み始める 1930年代初期に限定する。また問
題範囲を、外部経済及び収穫法則の扱いをめぐる問

題群に限定する。当然ながら、焦点の一つはこの時

期のケンブリッジの指導的地位にあった A. C.ピ

グーが、この問題に関してマーシャルをどのように

継承したかという点にある。もう一つの焦点は、ス

ラッファによって投じられた＂＜＇＂－ Yヤル批判を契機

とし、ケンブリッジ内外の多くの経済学者が参加し

たケンブリッジ費用論争である。

本報告の論点は、以下の2点である。第1は、マ
ーシヤノレにおける長期的収穫逓増が組織の存在を前

提とする現象であるにもかかわらず、ピグーの外部

経済理解が組織の存在を必要としないものに変化し

ている点である。第2は、費用論争の一つの帰結は
競争概念が自由競争から完全競争へと純化されたこ

と（サプ・タイトル中の「市場の完全化Jはこの事
態を意味している）であり、この市場の完全化によ

って、すでにその存在が希薄化していた組織は完全

に存在意義を消失させられてしまったという点であ

る。

ーll -

高田保馬と J.M.ケインズ

田中秀臣

本報告は、高田保馬博士のケインズ『一般理論』

の批判を検討することを通じて、高田博士の勢力経

済学の意義を再考することにある。本報告では、勢

力経済学の意義を経済学への社会的要因、とくに経

済外的勢力（慣習・評判など）を導入したことを明

らかにしたうえで、ケインズ批判を検討している。

本報告では、以下の諸点を明らかにした。
勢力経済学による批判は、（ 1 ）ケインズの失業

理論の基礎づけを目的とした。（2）特にケインズ

の労働供給曲線の理論的基礎を主に批判している。

(3）労働需要側に関してはほとんど分析されてお

らず、実質上古典派の第1公準を受入れている。
(4）高田の勢力的失業はケインズの非自発的失業

と具なり、自発的失業の一種である．その意味で、

( 1 ）の目的はケインズ理論の基礎づけという形で
は実現されていない。（5）勢力経済は失業手当な
どの制度面からの裏付けを得て成立している。また、

経済外的要因を導入するためには、高田博士が不十

分にしか分析しなかった「資本市場と労働市場の依

存性Jの役割に注目して、勢力経済学の意義と限界
を明らかにした。



経済学会連合報告

1997年度第2回評議員会が IO月28日早稲田大学で開催され、次の事項が了承ないし協議、決定された。

1. 『英文年報』第 17号の編集経過と 12月刊行予定。（有江大介会員編集委員、永井道雄会員執筆）

2. 本年度第2次（後半期）国際会議派遣補助。（国際会計研究学会、比較経済体制学会、各30万円）

3. 本年度第2次外国人学者招璃滞日補助。（アジア政経学会、国際経済学会、各 15万円）

4. 本年度第2次学会会合費補助。（日本財政学会の申請による学際的研究集会、 5万円）

5. 本年度会計中間報告。次年度事業計画（本年度の事業を継続）。

6. 日本経営倫理学会からの加入の申請を受理。

そのほか、理論・計量経済学会の日本経済学会への名称変更、学術会議の活動状況などが報告された。

（和田重司）

日本学術会議報告

学術会議第 17期は 7月 22-24日に開催された第 126回総会をもって始まり、まず会長、副会長、各部会長な

どの役員の選出が行われた。本年第2回（127回）の総会が IO月22日－24日に開かれ、第 17期活動計画（申合せ）

が承認された。この中身は、 7つの常置委員会と 8つの特別委員会の活動とに分かれている。その重点課題とし

て常置委員会が取り上げる問題は、①研究連絡委員会の在り方、②科学者の社会的責任、③ 21世紀に向けての

学術の在り方、④学術研究体制の再構築、⑤学術情報・標本・資料の収集・整理と公開、⑥国際学術交流・協力

の推進となっている。特別委員会の取り上げる主要な課題は、①学術の社会的役割、② 20世紀の学術と新しい

科学の形態・方法、③科学技術の発展と新たな平和問題、＠アジアのダイナミズムの多面的検討、⑤女性科学者

の環境改善の推進、⑥少子社会の多面的検討、⑦金問題、③教育・環境問題と決定した。今後それぞれの委員会

で検討が行われる．なお学術会議の＝ユースについては、その情報誌、『学術の動向』（月刊）を各大学等で是

非購入し参考にされたい。

（田中敏弘）

学術会議経済理論研究連絡委員会報告

第 17期（期間3年）の第1回委員会が聞かれ、次の事項が審議された＠（本学会からの委員＝問中敏弘、星野）
(I）委員長と幹事の選出が行われ、委員長に鶴田満彦氏（経済理論学会）が選出された。

(2）今期活動方針として、経済学系大学院問題（後継研究者蓑成問題）をとり上げることとした。

(3）国際会議等への代表派遣候補者の推薦方法を決めた。
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（星野彰男）



国際学会情報

経済学史学会国際交流委員会

(J馬渡尚憲、赤間道夫、池田幸弘、深貝保則：文責＝

深貝）

(I) 「下からのグローバル化」会議

”Globalization From Below: Contingen町田dContestation 
in Historical Pe時pective＂阻 internationalconfe問neeat 

Duke University, February 5-8，円98.Second同Hfor 

papers: abstracts due November 1st 1997. Contact to Jon 

Be田ley-M町悶1y,Vin田 Brown,or P阻IH田b叩也 Cen旬r

for International Studies, Box 90404, Duke University, 

Durh創TI,NC 27708-0404. fi田＋I919 684-8749. E-m創1to 

j p b8@acpu b. duke. ed u, vabv iv@acpub. duke .edu, 

husbands@acpub. d山e.edu.

(2) ジョージア政治学会会議「民主主義と資本主義」

The Theme of the 1998 GPSA (Georgia Political Science 

Association) meeting will be ”Democracy and 
Cap1凶ism.”De田toHilton Hotel, Savannah GA, USA 
February 20-21, 1998. Contact to Glenn Abney, 

De par官官entofPolitical Sc胞nee,Georgia State University, 

Atlanta, GA  30303 USA. 

E-mail:POLFGA@langate.gsu.edu 

(3) 「価値／価格理論の新方向」ミニ会議

The fifth ”New Directions in Value/Pri田 Theniy"
mini-conference at山e E田tern Economic Association 

conference will be held a血eCrowne Plaza Ho飽I,
Mar由attan,New York (USAl骨omFebruary 26 to March 

I, 1998. Deadline品rah世田tstu be co田ideredfor 

presentation: November 1st. See two sites: 

www. greenw ich. ac. u k／～fa 0 3 or 

WWW  mailb田eac.uk/lists/econ-value/files. E-mail to 

Andrew 則m皿（andrewklim田＠msn.com),Dept. of 
Social Scien田s,Pa田 University

(4）ヨーロッパ経済思想史学会 E沼HET

Europe血 Society伽曲eHisto町 ofEconomic Thou酔L

Universi町 ofBologna. February 27-March I, 1998 

Contact to Professor Roberto Scazzieri, ESHET 

Con公開目印， Department of Economic爪 University of 

Bolo伊a,Piazza Sc釘avilli,2,40126 Bologna, Italy. F出

+39 51 258040. E-Ma1l:bordoni@economia.uni加 it

(5）ヨーロッパ社会科学史会議

The Second E 1ropean Social Science Histoiy Conferen田，

Amsterdam, The Ne曲erIan由 March5-7, 1998. Contact to 

e-mail: esshc@iisg.nl 
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(6）歴史と経済（"'7ノレタス）コロキアム

Geschichte凹 dOek。nomie-ein Spannungsverh田ltnisin 
MarずS加d1叩 Wissenschaftlich田 Koll叫uium.Zu die田m

Kolloqu山nladen ein: Berliner erein zur F田rderungder 

MEGA-Edition e.V., Marχ－Kolloquium e V. Hamb凹E

VBeitr田ge zur Marx-Engels-Forschung. Neue Folge 

(H四国geber凹 dwissenschaftlicher Beirat) Terminen 

!3.-15. M届rz1998. Ort: Europ相scheJugenderholungs-

und Bege伊国E副揖tteWerbehnsee （日B)bei Berlm 

(7) 19世紀府究学会

Nmeteen血ζen加ry Studies As回ciation, 17出 annual

confe問n田， April2-4, !998 University of Alabama in 

Huntsville. All ma飽rials should reach 曲e Program 

Dir・出回rsno later出回 lOctober 1997. E-mail・ David 

Stew副（stew副 d@email.uah.edu)or Julie En副ishEarly 

(earlyj@em創lu曲edu)

(8) 「経済学者と芸術、歴史的考察j会議

Economis箇血dArt, Historically Co田idered, Thom田

Center, Fuqua School of B田mess,Duke University, April 

3-5, I 998. Contact to Craufurd G。。dwin,Depar旬nentof 
Economi民 DukeUniversity, P.0.Box 9曲97,Du巾醐，

NC 27708-0097. F田 +I 919-68！・7869. E-mail. 

E曲 dw泊＠econ.d曲e.edu
(9) 「制度派思想学会」会議

The創mualm田tingof the A回目iationfor Institutional 

刀10ught(AFIT), in田町unctionwith the 4血hAnnual 
Conference of the WESTERN SOCIAL SCIENCE 

ASSOCIATION. Denver, Colo田do.April 15-18, 1998 

Deadlines品rpaper pro凹sal,［岡田b町 1四97. Con包ct
to Lariy Shute, D叩訂回entof Economics, California State 

Polytechnic University, Pomona [Cal Poly Pomonal, 3801 

West Temple Ave, Pomona, CA 91768-4070, USA 

FAX: +I 909-869-6987. 

E-mail: LShute@CSUPomona.Edu 

(IO）社会史ワークショップ

”P田cticingSp叫e,Time，皿dPlace. The Next Social 
Histo叩＂ at Umversity of Chic曙o,17・18April 1998 The 
Social Histo叩 Wor恒hopat the University of Chi曲畠O

invites scholars to participate in rethinking of the 

definition田drole of S田副 Histoiy.A白Hpr・回開C加sof 

白econferen回国nbe fo凹 dat the Worksho凶 website 

h町／／www2.uchi四go.edulssd-histo可ハll'orkshop•S田Hist/s

chedule hunl>. Paper pro凹sals (500 wor・由 orless) 

should be submitted by I January 1998. [Deadline for血II

papers is TBA.l Contact by email to: < 
田X包田i叫h副oiy@uchic唱o.edu>,or by post to：・ Geo借ey

Klingspom, Depar加1entof His柏町， Univemtyof Chicago, 

1126 East 59白St.,Chi岨go,IL 60637, USA. 

(II）ヨーロッパ経済学史学会 ECHE

Europe皿 Conferen田 on出eH1stoiy of Economics . 



Ex ch四ge at 由e Boundaries, April 23-25, 1998 

Antwe叩en,Belgi山nDeadlineめrpaper prop田al,August 

15, 1997. Contact加 GuidoE町-eygers,SESO-UFSIA, 

Universiteit Antwe中血， Pri田由国213, 2000 Antwerpen 1, 

Belgium, F阻＋32-3-220 40 26 

E-mail：由eerreygeお.g@alpha.u色ia.田.be

(12）経済・経営史学会

Economic 血 d Business His加d田l Society, Annual 

Meeting, April 23-25, 1998. Milwaukee, Wis曲目mThe 
EBHS welcomes proposals for p副els四d品rpa戸隠onall 

田peelsof North American, E山・op国民四dnon-Western 

economic田 db国血目shistory, all time periods. The 

deadline for propo岨ls田d由自富山mJ田uary16, 1998 
E-mail to Gene Smiley (smiley@mail b田副m.muedu)

(13）共産党宣言

Ren con田 Internati。nal,Paris.”Le M印ifestecommuniste, 
150副sapres Quelle al飽rnativeau c叩1凶 isme?Quelle 

em叩 cipationhumaine？” Mai 13-16, 1998. C凹 rdinator:

Fran田崎Lazard(manifeste1⑫臨rnatif.org)
(14）カナダ、経済学会会議

Meeting of 由e C田 adi田 E叩nomics Association, 

University of Ottawa, On町io,May 28-31, 1998. Please 

send submissions be曲目 J朗 uary 16, 1998 to C田ig

Riddell, CEA Progr笛nChair, Depar回entof Economi田，

Unive四ityof British Col町nbia,#997・1873East Mall, 
V回田町民BC, V6T lZl, Can叫a
Fax: +l吋604-822-5915.e-ma止国a98@econubc.ca 

( 15) フェミニスト経済学園際学会 lAFFE

International Association for Feminist Economics 

confe問n田 willbe held in Amster血m，出eNe血erlan也，

June 2-5, 1998.τk f田tdeadline, November l，四97,is 

for more formal p時間 onone of由。自国fiveconゐrcn田

themes. For由osewho wish to present on-going work at a 

mo問 explo国間間dmforrnal session, the deadlme for 

ab甜11Ctsof the work田 bepresented is March 15, 1開S

See http://www.fee uv皿l/vak＿位田p/vbee/oom2.h加

(16) 「哲学、方法論、および経済学J会議
A confe問n田叩titled”Phil田ophy, Me血剖ology 血d
Economi白” Will be held at由eUniversity of New 

H創npshirein Durham, N H 音。mJ山首e15-17, 1998. Those 

W田tingto pre沼田ap叩ersho叫d田nda brief ( one-p唱：e)

proposal to加由 B四国 Caldwelland Steve町田sm田 by

March 1, 1998 Those who wish to attend but not pre盟国

a paper，皿d曲0碍 whowo叫dlike fur曲erin白m甜on,
should contact Steve Pressman. c。ntactto Steve Pressman, 
Depar加1聞tof Econom1国， Univ.of New Hampshire, 

Durham, NH 03824, USA. 

(e-m創I:pr田sm血＠chris比四h叫u)& Bruce Caldwell, 
UNCG,G問e田boro,NC 27420-6165, USA. 

(e-m31J・ Bruce Caldwell@uocg.edu) 
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(17）ヴェプレン会議

百1e百10rsteinVeblen Conference on I回目utionalAnalysis 

of the Economy Today: Con田ptualCores, Analytical 

Applications皿dChallenges to I田t1tutionalAnalysis. Oslo 

18-19 June, 1998, Norwegian School of 

Managen町 1t/Fridtjof Nansen lnstitute刷 orwegian

Agricu加ra1Universi町 Onepage abs出品 shouldbe田nt

top，町IngvarOlsenく阿i.ol田n@bi.no>fi田

(+47) 67・57-08－日 by31 k田mber,1997 
(18) （北米）経済学史学会

官1e25曲 a四国1meetings of the History of Economics 

Society, June 19-22, 1998, University of Que出cat 

Mon tr.田1,Canada. 

See: http://orbit.unh.edu/hes/call.htm and 

http://www.eh.net/111sEcSoc/Con島田n田 sis田 iety＿一回nferenc

田 shtml.De岨linefor 阿南pro凹剖 isFebruary 1, 1開8
Contact to David Col叩 der （町四曲目回目L HES), 

Department of Economics, Middlebury College, 

Middlebury, Vermont 05753. Fax: + 1 802-443-2084 

(A出 DavidCol血 der)

E-mail: Colander@Middlebury.edu 

(19）ハイルプロン・シンポジウム（1648年和平の

経済的帰結）

百ie 11th Hei1brono Symposion in E回即mi白血d血e

Social Sciences enbtled”曲eEconomic Co田equenc国 of

血ePe•叩 1648 Reco聞 dered阿 willbe he1d m Heilbrono 

from June 26-28 1998 Pie田esend yo町由自11Ct田d

∞町田ponden田 to Prof. Dr Juergen G. Backhaus, 

M出荷ichtUnive四町y,AE, P.O. Box 616, 6200 MD 

M岨紺icht,The Ne出erlan也

(email: f.sch引田昌algec.unim岨s.n）。

tel: +31-43-3883652'3636, fi阻＋31-43-325制40.

(20) オーストラリア経済思想史学会

百1eHisto町 ofEconomic百回ughtS叫 ietyof A田信alia

(HETSA) will ho1d its 1998 confer・四回 at由eUniv師 i町

of Western Sy曲。yM田arthur,from July 15血 tillJuly 

17由 Anyonewishing to p問自nta paper sho凶dsubmit曲

油s回目。fno more曲四 250words by Apri1 30，ゆ98旬

Steve Keen, Convenor, ゆ98 HETSA Confer，町田，

Dep箇加問tof Economi目印dFin田国， Universityof 

Western Sydney M酷Z曲目， POB。x555 Carnpbelltown 
NSW 2560, Sydney, Australia 

Ce-mail s.keen@uws.edu.au). F阻・ 6146 26面83

See http://btwebsh.ma凪拙1町 uws.edu.aulsteveK/be岨a98

(21）ヒューム学会

η1e tw叩ty-fi仙沼田iversaryconferen田 ofHume S田iety

will be held in S古1ing,s凹U副止 J叫y20 -24, 1998. 
Sub即日ionsm出tbe pos師団"kedby Nov叩 1ber1, 1997. 

Send p暗ers 旬 P四危ssor S叫IT目iger, Executive 

Sec問匂ryof the Hume Socie町y,Depar官nentorPhilosophy, 



Occiden凶 College,Los Angeles, CA 90041-3314, USA 

(22) !SSE! f 20世紀におけるヨーロッパの出来事

伝統と創造J会議
TWENTIETH CENTURY EUROPEAN NARRATIVES: 

TRADITION & INNOVATION. Sixth Conference of the 

International Society for the Study of Europe血 Ideas

(JSSEI), Au呂田t16-21, 1998, Haifl弘Israel.Summing up 

of出eTwentieth Cen加叩 Europe皿 Narrativesin the 

following fields: (I) H!Stαy, G聞耳目phy,Science, (2) 

Politi民 Economics, Law, (3) Education, S田 iology,

Women's Studies, (4) Culture, Literal町民 Art,M出 ic,

(5) Religion, Philos叩hy,Psychology, L胡 E岨 F If you 

are i『世間出edin o町eringa pa戸rin one of血eset ions 

above, pie田econt叫tProf. Dr. Ezra Ta!mor, Conference 

Chair, Haifa Uni町田町， MountCarmel, Haifa, Israel 

31905. F皿＋972-3-902.4402 email talmore @ 

post.tau.ac.il. On曲eworkshop of ’Self-image and popular 
narrative on scien田，’ pleasesubmit a bほiefabstract no 

later自制 January1998 to Dr. Martin Potschka, Workshop 

Chair, Poロ：ellang＇品開 19-2-9,Vienna, AuはriaA-1凹O
Tel./Fax. +43-1-317 5713 email 

A842IDAG@helios.edvzUniVie.ac且 To 自民ivea白H

program listing all Mrkshops 田dregis回tionfonms, 

con taは Mr.Tsippi Lakser, International Travel 田d

Con畠胞団 Ltd.,9 Rothschild Blvd. POB 29313m 61292 

Tel Aviv, Israel. F副＋972-3-516.0604.

E-m創lI00264.2432@compuserve com 

(23) 「図形の科学」コロキアム

Thinking with Diagrams Colloquium ”Is there a Science 
of Diagr誼ns？” atUnive四ityof Wales, Abe叩鈍wyth,UK, 

21-22 Aug山t1998 

See: h即・／／www.aber.acuk／.甲loffwD98 or contact to 

Thinking with Di唱rams (TwD98), Dep紅白羽田 of 

Computer Sc町民 University of Wales, Aberystwyth, 

Ceredigion, UK SY23 3DB. Tel: +44 1970 622447/ F田

+44 1970 622455 I e-mml: plo:@aber.ac.uk 

(24）国際経済史学会

Twelfth International Economic Histo庁 Congress,Seville, 

Spain. August 24-28, I 998. http://www cica.esiieha 

※『経済学史学会ニュース』（IO), 1997年 8月、 17

ページ参照

(25) 「歴史的パースベクティプから見た経済変化

経済学の歴史からの教訓？」会議

l’Economic Transition in Historical Perspective: What c田
be learned骨omthe his崎町ofe曲 nomi田？” conferencewill 

be held in Cracow (Krakcw), Poland, from 17出 to2仇h

September 1998. Those wishing to contribute to白隠

conferen田 areinvited to send before De田mber15, 1997, 

a session title叩d皿 abs回 ctof no more白血 150words 

品r出ese括的nand proposals (no more山田 150words) 
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Con匂ctto Charles M. A. Clark Department of Economics 

College of B田inessAdministration St. Johr由 University

8000 Utopia Parkway Jamaica, NY I 1439, USA. Email 

Cleiroch :@aol回 m

(26）経済史会議「経済史における革命J
Fifty-Seventh Ar羽田IE.H.A. Meeting (Economic His to叩

Association), September 25-27，円98，由eW田hington

Duke Inn and Golf Club, Durham, North Carolina The 

由巳meof the program is ”Revolutio田 in Economic 
Histo叩 Tos曲mita pro凹salfor a paper, send a short 

油甜叫t(150 wor由）四da longer 3-5 p唱eabs回ctto 

John Bro・明tpos回arkedby Jan田町 30,I 998. Proposals 

may also be submitted via 

http・//www.eh.net/EHA/Announcements!EHA sub_prop 9 

8.h回IContact to Joho Brown (Chair), Depar白羽田 of

Economics, C加kUniversity, Wor民活ter,MA 016!0-1477 

(27）文書編纂学会

20出血nive田町y meeting of the Association for 

Documen阻叩 Editingwill be held in St Louis, Mi田ouri,

October 8-10, I 998. Proposals should be received no later 

山田 February I, l開8 Con飽ct to Leslie Rowl血d,
De par官官官ntof HIStory, University of Maryland, College 

Park MD 20742, USA. E-mail: LR20@umailumd.edu 

(28) 「Geor呂田cu-Roegenの科学的業横」会議

Bureau d’Economic Theorique et Appliquee, U恥IR7522 
du CNRS lntematmnal Conference, Strasbourg, Fr回目

Nicholas Georescu-Roegen's Scientific Work, November 

ふ7,1998. Deadline for submission March I, 1998 

Proposals should cover in p副icular血cfollowing topics 

(I) Epistemology/Methodology, (2) Environrnen曲 tergy/

Development, (3) Utili町田dUn由民ainty,(4) Production 

皿d Growth Models. Con阻ct to G回rgescu-Roegen

M田ting,Bureau d’Economie Theorique et Appliqu田， 38,
boulevard d’＇Anvers 67000 STRASBOURG -FRANCE. 

Co-ordinator : Eric FRIES GUGGENHEIM, 

FAX +33-3.88.61.37.66 

e-m創lGR.meeting＠田町百otu-str田bg.企

(29）社会科学史学会

百teSoc凶 Science History A回目出ionwill hold its 

annual conference November 19-22，ゆ98at血cPalmer 

Ho田e Hilton in Chic昭O Scho加s inte問sted in 

pro伊singa p阻 el,a paper, or a poster session should 

contact the represen国 iveof血e叩propriatenetwo由 or

networks on出ePro gr加nComm出国 nolater th血 J皿uary

15, 1998. Comm岡田 Co-chairs: Thom田 J Sugrue, 
De par加tentof History, University of Peffi!Sylv田ia,3401 

Walnut Stree~ 352B, Philadelphia, PA 19叩4-6228,USA 

(FAX: +l-215-573・2089,e-mail: ssha@history.upenn.edu) 

& Richard M. Valelly, Swarthmore College, Department 

of Political Scie町田， 500College Avenue, Swarthmore, PA 



19081-1397, USA (FAX: +l-610-328-8442, 

。mail：田ha⑩tisto叩upenn.edu).作プログラム委員会
の部門別担当者については、経済学史学会国際交流

委員会へ問い合わせて下さい。）

(30）社会科学合同会議 1999、経済学史学会セッシ

ョン

The History of Economics Society is sponsoring four 

sessio田 atthe ASSA m田tingsin January 1999 in New 

York City. The p叩er叩plicationdeadline is 15 December 

1997. Contacl to Bradley Bateman, Depa由nent of 

Economi民 GrinnellCollege, Grinnell, Iowa 50112 

Fax: +l 515-269-4985. E-mail: batem聞＠ac.grin.edu
(31) HOPE （！＜；周経済学の歴史）

HOPE Conferen田 on”theHistory of Applied Economics” 
will be held at Duke University, in March or April印99

Topic are酷 include( l) the concept of applied economi田，

(2）血cemergence田ddecline of applied fiel由，（3)case 

S加dieswithin spec1百capplied fields, ( 4) applic副onof 

economi回 ingovemment/busine田，（5)possible types of 

case study, and ( 6) coverage. See, 

http://www.eh.net/HisEcSoc/Con色目nces/HOPE99.sh出tl

Paper proposal should be send 加由 to Roger E 

Back!回目、 D叩E町tent of Economics, University of 
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Birmingham, Edgb田ton,Birmingham, 815 2TT UK 

Fax: +44 121 414 7377, 

E-mail:R.E.Backhouse@bharn.ac.uk) & Jeff Biddle, 

Depar回entof Economics, Michig田 StateUnivers町，E副
L釦tsing, Michig田， MI 48824 USA (F蹴＋l517 

432-1068, E-mail: B1ddle@pilot.四 uedu) 
(32）歴史科学国際会議

百teInternational Commitもeeof Historical Sciences IS now 

planning its l血hln句mationalCongress阻 beheld in 

Oslo, August 6-13, 2000. Three major themes will each 

O叫叩ya白H血y ( l) Perspectives on global history: 

con目明白田d meth。dology. ( 1-al ls global history 
possible? ( 1-b) Cultural叩叩凹te阿国weencontine山

over臨刷加ries.(2) Millennium, time血dhisto町（2-al

The co出回ction血ddivision of time: periodizati叩卸d

chronology. (2-b) Eschatolo町， mill回 arianmovements副 d

visions of由e白ture.(3) The u田S田 dmis－山田 ofhisto町

田d曲eresponsibility of山ehistorian in p悩ttim田

Twenty specialized themes will occupy a half day e血h,

some ru叩 ingconcurrently.田dTwenty-five Roundlables 

will be limited阻 fo町 peopleeng唱.edin lively debate on 

specific出em曲



坂田太郎会員を悼む
坂田太郎先生は、東京商大の同期会（昭和2年会）
の集まりから帰宅されたその翌日、 1997年 4月 16

1 忽然と世を去られた。以前「いたりっきし傘寿
の齢ふり返りふり返りしてこころさだまらずJI::詠

まれてはいるが、明治から平成へと激動する時代状

況のなか、学究の志を見事に貫かれた93年と 6箇月

の御生涯であった。山内得立教授の門から一時内務

省社会局に出仕されたのち、 1934年からお年まで

の問、福島高商を振出しに、山口高商、山口大、名

古屋大、一橋大、明治大、亜細亜大の教授を歴任さ

れ、経務政策・社会政策、経済学史・経済恩認史、

そして社会思想史の講義を担当された。内務省時代、

戸坂潤・本多謙三らと共に社会学研究会をつくり研

鎖を積まれた成果は、名著『イデオロギー論の系譜』

(1948、刊995）にまとめられたが、他方福島時代から

重農主義研究に取り組まれ、ケヰー著作集邦訳3分

冊を計画、うち2冊を公刊（1950-1956）、フランス
社会思想史研究の面白を一新された。本学会のため

には、『経済表』 200年に際して「ケネー経済表の諸

表式」を公開講演、また渡辺輝雄会員と共同で『わ

が国における重農主義研究文献目録』（1974）を編集

された。なお先生愛惜の古書の 部が、このたび東

京経済大の貴重書庫に収められた。

（中村貞二）
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金指基会員を悼む
金指基会員（日本大学教授）は、円97年 7月 14

日に55歳の生涯を終えられました．学究生活を始め

られた頃から、その最後を閉じるまで、終始一貫し

て、シュンベタ の研究に従事しておられました。

先生の研究方法は、大きなピジョンをもってシュン

ベタ を捉えることにあるばかりでなく、子細も

漏らさない厳密さをもってシュンベーターの細部に

まで研究を掘り下げるという作業であったように恩

われます。その学聞に対する常に真撃なかっ純粋な

態度には敬服するばかりです。『JAシュンベーター

の経済学』『シュンベータ 研究』『現代資本主義の

発展と変動』『シュンベータ 再考』は、そうした

方法と態度による先生の専門業績の一端ですが、こ

うした成果が 11年聞の病魔との戦いの中から生まれ

たことに一層の驚きを禁じ得ません。

入院する以前に新しい構想をはなされ、準備され

ていたととを思い出しますと、そのあまりにもお若

い逝去が惜しまれてなりません。ここに謹んで先生

のご冥福をお祈り申し上げます。

（長谷川勉）



編集後記

少し遅れましたが、「学会ニュースJ第ll号をお届けします。遅ればせながら新年の挨拶を申し上げます。

明けましておめでとうございます。

会員の皆様方には、本年もどうぞ宜しくお力添え下さいますようお願い致します。本号の作成にも多数の会員

の方々のご協力を頂きました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。

以下に事務局から多少のお願いを申し述べたく存じます。先ず、会費未納の方は、恐れ入りますがどうぞお早

めにお納め下さい。累積的な未納の方々には特に学協会サポートセンターから請求文が郵送されますのでご留意

下さい。その際、退会希望の方は事務局に速やかにご連絡下さい。年度末（3月末）にある程度正確な会員数を確

認するためにも以上のことは必要ですので、ご協力をお願い申しあげます。

次に、部会活動に関してですが、各部会で報告された会員の方は、出来るだけ速やかに期限厳守で各部会幹事

の許に報告要旨をお送り下さい。新鮮な部会報告をニュースレターにいちはやく掲載するためにも宜しくお願い

致したく存じます。

（恨岸隆・石井信之）

前号でフロッピーまたはメーノレでの入稿をお願いしたところ、今号は原稿の8割方が電子媒体で入稿されまし

た。前回は入力作業で日や肩が痛くなる恩いをしたのですが、今回はそのような苦役からまったく解放されまし

た。文明の利器の威力を実感しております。ご協力に感謝いたしますとともに、今後もこの方向でお願いできれ

ばと思います。ついでながら、住所変更や勤務先変更についてもメールでのご連絡を受け付けております。事務

局のアドレスは fujii@econ.曲 yama.ac.jpです。あるいは、学協会サポートセンター KHB20710@nifty田刊e.or.jp に

ご連絡いただいても結構です。

『経済学史学会ニュース』第 II号
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（藤井賢治）




